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・五十嵐 和人 

医療法人社団葵会 千葉・柏リハビリテーション病院 事務長 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ．評価項目と評価基準 

 

 

 

 

1-1

1-2

1-3

1-4

2-1

2-2

2-3

2-4

2-5

2-6

2-7

3-1

3-2

3-3

3-4

3-5

3-6

3-7

3-8

3-9

3-10

3-11

3-12

3-13

4-1

4-2

4-3

資格取得率の向上が図られているか

退学率の低減が図られているか

資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか

人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか

関連分野における業界との連携において優れた教員（本務・兼務含む）を確保するなどマネジメントが行われているか

関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資質向上のための取組みが行われているか

職員の能力開発のための研修等が行われているか

就職率の向上が図られているか

学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施されているか

関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ実技・実習等）が体系的に位置づけられているか

授業評価の実施・評価体制はあるか

職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか

成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか

人事、給与に関する規程等は整備されているか

教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか

教育活動等に関する情報公開が適切になされているか

情報システム化等による業務の効率化が図られているか

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか

教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか

学校の理念・目的・目標は定められているか

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか

学校の理念・目的・育成人材・特色・将来構想などが学生・保護者等に周知されているか

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられているか

目的等に沿った運営方針が策定されているか

運営方針に沿った事業計画が策定されているか

運営組織は、規則等において明確化されているか、また、有効に機能しているか

1. 教育理念・目的・育成人材像等

2. 学校運営

3. 教育活動

4. 学習成果



 

 

評価基準 ４：適切 ３：ほぼ適切 ２：やや不適切 １：不適切 

 

 

 

5-1

5-2

5-3

5-4

5-5

5-6

5-7

5-8

5-9

5-10

6-1

6-2

6-3

7-1

7-2

7-3

8-1

8-2

8-3

8-4

9-1

9-2

9-3

9-4

10－1

10－2

自己評価の実施と問題点の改善を行っているか

自己評価結果を公開しているか

学生の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか

学生のボランティア活動を奨励、支援しているか

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか

財務について会計監査が適正におこなわれているか

財務情報公開の体制整備はできているか

法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか

個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか

学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備しているか

防災に対する体制は整備されているか

学生募集活動は、適正に行われているか

学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか

学納金は妥当なものとなっているか

課外活動に対する支援体制は整備されているか

学生の生活環境への支援は行われているか

保護者と適切に連携しているか

卒業生への支援体制はあるか

社会のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか

高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組みが行われているか

進路・就職に関する支援体制は整備されているか

学生相談に関する体制は整備されているか

学生に対する経済的な支援体制は整備されているか

学生の健康管理を担う組織体制はあるか

8. 財務

9. 法令等の遵守

10. 社会貢献

5. 学生支援

6. 教育環境

7. 学生募集と受入れ



Ⅲ．評価結果 

 

１．教育理念・目的・育成人材像等 

1－1 学校の理念・目的・目標は定められているか 

評価：４／学校の理念・目的・目標を定めている。 

1－2 社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか 

評価：4／社会的なニーズを踏まえて、主体的に考え実践できる学生の育成に努めた。 

1－3 学校の理念・目的・育成人材・特色・将来構想などが学生・保護者等に周知されているか 

評価：4／教育要項への掲載やオリエンテーションで学生および保護者に周知している。 

1－4 各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられているか 

評価：4／学科ごとに教育目標を定め、理学療法士・作業療法士の育成に努めた。 

 

 

 課題と改善方策  

今後は様々なツールを使い学校理念をより広く周知していく。 

 評価委員からの質疑と意見  

特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．学校運営 

2－1 目的等に沿った運営方針が策定されているか 

   評価：4／目的に沿った運営方針を策定している。 

2－2 運営方針に沿った事業計画が策定されているか 

   評価：4／上記の運営方針に則った事業計画を策定している。 

2－3 運営組織は、規則等において明確化されているか、また、有効に機能しているか 

   評価：4／運営組織における規則の明確化はなされており、現状では有効に機能している。 

2－4 人事、給与に関する規程等は整備されているか 

   評価：4／各規程の整備はされている。 

2－5 教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか 

   評価：4／教務・財務等の組織は整備されている。 

2－６教育活動等に関する情報公開が適切になされているか 

評価：3／学院専用の SNS にて情報発信を行った。 

2－7 情報システム化等による業務の効率化が図られているか 

評価：4／学籍管理、成績管理などをシステム管理している。また教員間での業務の連携をネットワーク 

サーバーにて可能とし、効率化を行っている。 

 

 

課題と改善方策  

教育活動の情報発信に力を入れ、ホームページ上でも公開していきたい。 

 評価委員からの質疑と意見  

特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．教育活動 

3－1 教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか 

   評価：4／教育理念に沿って主体的に考え実践できる学生の育成に努めている。またその育成を３年間で 

完成できるようにカリキュラムを編成している。 

3－2 教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対応した教育到達レベルや学習時 

   間の確保は明確にされているか 

   評価：3／2018 年度よりカリキュラムを変更し、今後の社会のニーズに対応した学修を目標に実践した。 

3－3 学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか 

   評価：4／学科ごとのカリキュラムを編成し、2018 年から改定を実施した。 

3－4 キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施さ 

   れているか 

   評価：4／定期的にシラバスの確認・修正を行っている。また科目ごとに学生の授業評価を実施し、教育方

法の修正・開発を行った。 

3－5 関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ実技・実習等）が体系的に位置 

   づけられているか 

評価：4／理学療法・作業療法の教育の柱として実習をとらえており、学生が段階的に修学できるよう 

に位置付け、実践した。 

3－6 授業評価の実施・評価体制はあるか 

   評価：4／科目ごとに学生の授業評価を実施した。また結果をグラフ化し、全教員が確認の上、授業の修

正に努めた。 

3－7 職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか 

   評価：2／外部からの評価者の介入がなかった。 

3－8 成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか 

    評価：4／各基準は明確となっている。 

3－9 資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか 

    評価：4／理学療法士作業療法士学校養成所指定規則などに基づきカリキュラムを編成し、１年次より 

段階的に修学が行えるように指導体制を整えている。 

3－10 人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか 

    評価：4／理学療法士作業療法士学校養成所指定規則に基づき、定められている教員を確保している。 

 

 

 



3－11 関連分野における業界との連携において優れた教員（本務・兼務含む）を確保するなどマネジメント 

が行われているか 

    評価：4／学科ごとに臨床での実践経験の豊かな理学療法士・作業療法士を講師として学内教育を実施

している。 

3－12 関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資質向上のた 

めの取組みが行われているか 

    評価：4／毎年複数の教員が理学療法士・作業療法士・言語聴覚士養成施設教員講習会に参 

加し、課程を修了している。また学会等の参加により、先端的な知識・技能を修得している。 

3－13 職員の能力開発のための研修等が行われているか 

    評価：4／外部の学会等に参加し、研鑽を行った。 

 

 

課題と改善方策  

2018 年度より新カリキュラムを導入し授業時間数を増やして教育を行ったが、学生の負担も考慮する必 

要があった。2021 年度の入学生から新カリキュラムを導入できるよう準備を進めていく。また、外部評価

において未実施であったため、今後は定期的に外部評価を実施していく。 

  評価委員からの質疑と意見  

特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．学習成果 

4－1 就職率の向上が図られているか 

   評価：4／卒業生すべての就職を達成しており、また各学生の希望に応じた就職も達成できた。 

4－2 資格取得率の向上が図られているか 

   評価：4／最終学年の学生すべての資格修得を目指しており、毎年の受験数・合格率・各学生の状況を 

正確に把握している。 

4－3 退学率の低減が図られているか 

   評価：3／退学者の人数は横ばいかやや減少傾向にある。 

 

 

課題と改善方策  

退学者低減への対策は講じてきたが、今回はわずかな減少に留まる結果となった。入学直後から将来像を 

描くことができる様な教育方法を用いていきたい。 

  評価委員からの質疑と意見  

   Ｑ１.退学している時期やタイミングなどに偏りがあるのか、どのようにケアしていく予定なのか。 

Ａ１.退学の時期については 1 年次から 2 年次への切り替えのタイミングが多い。学生１人１人のモチベ 

ーションを把握して、学習に影響がでるゴールデンウイーク明けの早い段階からの面談や個人指導を 

中心に教員の支援が必要であると考えている。 

 

Ｑ２.留年についてはどうか。 

Ａ２.留年についても退学者と同様に早い段階からの支援が必要となってくる。学習の遅れなどの様々な 

要因があるため、早期発見から早期支援を行っていく。 

 

Ｑ３.学納金を収めるスケジュールはどのようになっているのか。 

Ａ３.学納金を収めるスケジュールは半期ごとに対応している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．学生支援 

5－1 進路・就職に関する支援体制は整備されているか 

   評価：4／実習施設を中心とした外部施設から就職担当者を呼び就職相談会を実施した。また学生が求

人票を閲覧できるコーナーを設置している。 

5－2 学生相談に関する体制は整備されているか 

   評価：4／学生相談室を設置し、臨床心理士が学生のカウンセリングを実施している。 

5－3 学生に対する経済的な支援体制は整備されているか 

   評価：4／奨学金支援制度を学生に紹介の上、手続き支援を実施している。また担当職員が定期的に説 

明会を開催している。 

5－4 学生の健康管理を担う組織体制はあるか 

   評価：3／教育要項の規程に則り、健康診断を実施の上、学生すべての結果を管理している。 

5－5 課外活動に対する支援体制は整備されているか 

   評価：4／サークル活動について規程を設け、学生に明示しており、現状ではトレーナーサークルとボ 

ランティアサークルの活動が行われている。また、活動費の支援を実施している。 

5－6 学生の生活環境への支援は行われているか 

   評価：4／遠方からの入学者に対して学生寮の紹介を実施した。また入居費用の補助を実施した。 

5－7 保護者と適切に連携しているか 

   評価：4／毎年、保護者会を実施している。また必要に応じて保護者との個別面談を実施している。 

5－8 卒業生への支援体制はあるか 

   評価：4／卒業生の学院利用を推奨し、実習室、パソコン室、図書館利用および図書の貸し出しを実施し

ている。 

5－9 社会のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか 

   評価：4／2018 年度から学生への ipad 配布および学習支援システムを導入している。 

5－10 高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組みが行われているか 

   評価：4／高校生の職業選択科目において、学院の教員が医療に関する職業について講演を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 



課題と改善方策  

学生の健康管理に対する支援は行っていたが、更なる支援体制が必要と考え、教職員からなる感染症対策 

委員会を立ち上げ、体制を整えた。 

  評価委員からの質疑と意見  

Ｑ1.カウンセリング環境があるということは素晴らしいと感じるが、相談件数や内容といったことは把握 

されているのか 

Ａ1.カウンセリング内容は個人情報となるため、相談した学生の許可があった場合のみ教員側に開示され

ている。 

 

 

Ｑ2.健康診断に学生の精神衛生に関する項目を追加することはできないのか。 

Ａ2.健康診断のなかで精神衛生の状態を確認するのは難しいが、入学後すぐに個人面談を実施して、精神

衛生面の把握や基礎疾患について自己申告をお願いしている。 

 

Ｑ3.e-ラーニングを導入しているが、そのコンテンツと目標はどうか。 

Ａ3.2018 年度から学習支援システムを導入しているが、中学や高校教 

育から始まった教育コンテンツであり、リハビリテーションの教育課程においては、活用が困難な場

面もある。今後の活用に工夫が必要である。 

 

Ｑ4.どのように保護者との連携を実施しているのか。 

Ａ4.保護者会を実施し、教育内容及び国家試験に対する取り組み、実習等について、詳細な説明を行って

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．教育環境 

6－1 施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 

   評価：4／現状の教育課程・教育内容に対応できる設備を整備している 

6－2 学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備しているか 

   評価：4／当学院の教育理念を理解していただける実習施設を整備している 

6－3 防災に対する体制は整備されているか 

   評価：4／防災マニュアルを策定し、学生にも通達している。また防災訓練を実施し、全学生が参加してい

る。 

 

 

課題と改善方策  

学生に提供する教育環境については整備されている 

  評価委員からの意見  

Ｑ１.海外研修等は実施しているのか。 

Ａ１.現時点では海外研修等は実施できていない。 

 

Ｑ２.学生のモチベーション維持やアップには海外研修などによって環境に変化を持たせることは非 

常に有効だと感じるため、3 年制という限れた期間での養成ではあるが、時間が許すのであれば、積 

極的に実施してもらいたい。 

Ａ２.現状のカリキュラムにおける実施は、今後検討していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７．学生募集と受入れ 

7－1 学生募集活動は、適正に行われているか 

   評価：4／学生募集は適正に行われており、2019 年度の定員は充足した。また毎年学生募集要項を更新し 

明確化している 

7－2 学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 

   評価：4／オープンキャンパスにおいて、国家試験合格率や就職率の状況を説明している。 

7－3 学納金は妥当なものとなっているか 

   評価：4／学納金は社会状況を踏まえ適切に設定している 

 

 

課題と改善方策  

学生募集と受け入れに関しては整備されている。 

  評価委員からの意見 

特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８．財務 

8－1 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 

   評価：4／安定しているといえる。 

8－2 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 

   評価：3／予算額の更なる精査が必要である。 

8－3 財務について会計監査が適正におこなわれているか 

   評価：4／会計士による監査を実施した。 

8－4 財務情報公開の体制整備はできているか 

   評価：2／情報公開を実施していない。 

 

 

課題と改善方策  

財務情報の公開にむけて準備を進めてきたが、現在までに整備され、既に公開している。 

  評価委員からの意見 

特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９．法令等の遵守 

9－1 法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 

   評価：4／設置基準を遵守し適正な運営が行えた 

9－2 個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 

   評価：3／個人情報保護のために必要な書類は完備し、適切な保管を行っている 

9－3 自己評価の実施と問題点の改善を行っているか 

   評価：4／自己評価を実施し、問題点の洗い出しおよび改善を実施した 

9－4 自己評価結果を公開しているか 

評価：3／現状は公開していない 

 

 

課題と改善方策 

個人情報の取り扱いに関しては書類管理など徹底しているが、詳細な規定がなかったため、今後は規程を

整備していく。また自己評価を毎年実施しているが外部への開示がなかったため、2020 年度からホーム

ページ上で開示していく。 

  評価委員からの意見 

特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１０．社会貢献 

10－1 学生の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか 

   評価：4／学生によるボランティア活動などを実施している。 

10－2 学生のボランティア活動を奨励、支援しているか 

   評価：4／学院内にボランティアサークルを設け、その活動を支援している。 

 

 

課題と改善方策 

学生の地域貢献をサークルとして奨励し支援を行った。 

  評価委員からの意見 

特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


